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＜ 論 文 ＞

北海道帝国大学（１９１８年～１９４７年）の営繕工事請負について

池上 重康

はじめに

２０１３年５月、東京湯島に文化庁長官官房政策課・国立近現代建築資料館が開館した。同

年９月に同資料館では２０１３年度の委託事業として、近現代建築資料の所在状況の全国調査

「我が国の近現代建築資料所在情報の概要把握と管理情報方法の提案」を実施することと

し、日本建築学会建築歴史意匠委員会が受託した。筆者はこの事業の一環で行った北海道

地区の建築資料所在調査を通して、札幌控訴院庁舎建築工事関係書類（以下、札幌控訴院

工事書類と略）と伊藤組『組報』（以下、『組報』と略）を閲覧する機会を得、これら資料

中に北海道帝国大学（以下、適宜北大と略）の営繕工事請負に関わる記述を多数確認した。

ところで、筆者は拙稿「北海道帝国大学の営繕組織の沿革と建築技術者について」１）で

北大営繕課の設計体制について考察し、加えて『北大百二十五年史 通説編』では、北海

道帝国大学時代の学部別営繕工事一覧を作成し、年度毎に学部別建築工事価格ならびに延

床面積をグラフで示すとともに主要施設の設計者と施工者を併記した２）。これまで工学部

本館（１９２３年竣工）と理学部本館（１９３０年竣工）は大星讃平（三松）３）、農学部本館（１９３５

年第一期、１９３７年第二期竣工）が大倉土木の請負であることなどが通史あるいは部局史で

簡単に触れられてきたが、工事請負者との契約の詳細（入札、落札、契約金額など）は新

聞記事などには散見できるものの総体的に語られることはなく、中小規模の工事に関して

は請負の実態すら報告されたことはなかった。

本稿では、前述した２つの資料に加え、『北海タイムス』４）および『北海道帝国大学新聞』

の記事、北海道帝国大学会計課『予算』５）および北海道大学施設部所蔵建築一件書類６）の

記載内容を補完して、北海道帝国大学時代（１９１８年～１９４７年）の営繕工事にかかわる請負

のうち、特に資料を多く得られた工事について入札から契約に至るまでの詳細を論じる。

これまで、大学に所属した教職員、学生、卒業生に主眼を置いた研究や報告は枚挙に暇が

ないが、大学の歴史を通覧するにあたり、営繕工事の請負という間接的な形であるにせよ

大学に関わった人々を大学史の一端に位置づける作業を続けて行く必要があろう。

１．工事の入札・落札および請負に関する記録

筆者は先に札幌農学校および東北帝国大学農科大学時代の営繕工事について１９００年～
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１９１７年の各建築工事請負人・工事金額・工期期日を報告した７）が、これは工事関連の公文

書が偶々廃棄されずに北海道大学事務局施設部に保管されていたため工事契約の詳細を知

り得たのであって、一般的には工事に関わる文書が発注側あるいは請負側に残されている

例は決して多くない。

発注者が公的機関である場合は、工事契約の際には大抵の場合入札制度を取り、公入札、

指名入札を問わず、入札者は入札資格を証明する「入札書類證明願」を提出し、その中に

自身の請負経歴を記載する。工事関連文書中にこの証明書が含まれていることが多く、入

札時から数年間遡った建築工事請負の記録を知り得る。しかし前述のように、公的機関で

は、工事関連文書に限らず公文書は保存年限を過ぎれば廃棄することが基本であるため、

現存が確認されている事例は非常に少ない。

一方、請負側で工事請負記録を保管していることは稀である。現在でも会社組織として

存続している場合には、社史などに主要請負工事の記録を垣間みることはできるが、その

詳細までを把握することは難しい。会社（組）が現存しない場合には、工事記録が何らか

の形で残されていたとしても、それに邂逅を得ることはほぼ皆無といってよい。

この度、閲覧の機会を得た２群の工事関連資料は、片や公的機関の入札記録であり、片

や請負業者が残した入落札・契約の記録である。両者ともに北大の建築工事のみならず、

札幌を中心とした北海道全域（含む樺太）の建築工事請負記録を知ることのできる貴重な

資料である。

１－１ 札幌控訴院工事書類『会計記録』（写真１）

札幌市公文書館では札幌控訴院庁舎（１９２６年竣工）の工事関連書類を所蔵している８）。

写真１ 札幌控訴院工事書類『会計記録』「入札書類證明願」の例（札幌市公文書館所蔵）
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写真２ 伊藤組『組報』の例（伊藤組所蔵）

簿書の内訳は１９２１年度から１９２６年度までの６カ年の『工場日誌簿』、『建築記録』、『会計記

録』、『現場日誌』などで、１９２３年度～１９２６年度の『会計記録』の中に、北大関連営繕工事

請負経歴のある１２名の請負業者を確認できた。記載内容は、請負人氏名（会社名や代人が

併記されることもある）、所在地、工事名称（規模が併記されることもある）、発注者、請

負金額、契約あるいは竣工年月日である。これを一覧にして表１に示した。あくまで「入

札書類證明願」に記載されたものなので、例えば１９２１年竣工の医学部附属医院本館や１９２３

年竣工の工学部本館の新築工事が欠落しているなど、この表が大正時代後半期の北大営繕

工事請負の全貌を示しているものではないことを補足しておきたい。

１－２ 伊藤組『組報』（写真２）

札幌に本社を置く大手土木建築請負業者である伊藤組９）の創業は１８９３年であるが、１９２３

年１月２７日から社内報として『組報』１０）を発行している。その創刊号には「出張所、木工

所其他離れてる店員の為めに店の重な出来事や人事を知らせ連絡を計る為めに此組報（不

定期）を配布します。店員にのみ店内にて見せ持ち出す事を禁じます」とあり、当初は社

外秘であったことがわかる。体裁は藁半紙二つ折り、手書きのガリ版刷りで、１年間に１０

～２０号発行された。内容は会社記事、人事異動、随意契約工事の一覧に加え、伊藤組が入

札した全工事の工事名称、発注者、入札形式、入札日、入札者、入札金額、入札の結果、

落札者あるいは契約者、契約金額が記載されている。この内、北大営繕工事に関係するも

のを抽出し表２にまとめた。これほどに詳細な工事入札の記録は他に見ることがなく、北

大の営繕工事に限って見れば、１９３９年以降の記録を確認できないもの、ほぼ網羅されてい

ると言ってよい１１）。
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工事名称 契約、竣工年月日
請負人氏名 所在地（初出のみ） 請負金額 掲載簿書
東北帝国大学農科大学中央講堂新営 大正６年４月２５日（契約）
谷口徳三郎 札幌市南２条西５丁目２６ ５８，５００円 『会計記録大正十二年度札幌控訴院』
札幌医科大学予科教室外六棟新築工事 大正７年１２月（竣工）
伊藤亀太郎 札幌区北５条西８丁目１ ４２，８００円 『会計記録大正十二年度札幌控訴院』
寄宿舎新築工事 大正８年８月（竣工）
伊藤亀太郎 １６，３２５円９３０ 『会計記録大正十二年度札幌控訴院』
医学部解剖学実習室外壱棟新築工事 大正９年６月（竣工）
伊藤亀太郎 ４２，０００円 『会計記録大正十二年度札幌控訴院』
医学部解剖学及法医学教室外三棟新築工事 大正９年６月（竣工）
伊藤亀太郎 ５７，５８９円７９０ 『会計記録大正十二年度札幌控訴院』
医学部生理薬物医化学教室外一廉新営 大正９年７月１９日～同１０年６月３０日（契約）
佐瀬筆四郎 札幌市北２条東３丁目９ １００，１９２円 『会計記録大正十二年度札幌控訴院』
農学部第八農場集会所新営他一廉 大正１０年８月６日（契約）
横手和三郎 札幌市山鼻町８９ １０，６０６円 『会計記録大正十三年度札幌控訴院』
中央講堂附属家新築工事 大正１０年８月１７日（契約）～大正１０年１１月２０日（竣工）
山田源七郎 札幌市大通西１１丁目３４ ６，９１５円 『会計記録大正十三年度札幌控訴院』
工学部寄宿舎外弐廉新営工事（文部省建築課札幌出張所） 大正１０年１０月（竣工）
伊藤亀太郎 ５２，３００円 『会計記録大正十二年度札幌控訴院』
医学部研究室手術室 大正１１年４月２０日（工事）
新開新太郎 札幌市北１条東３丁目１ １７３，４９０円 『会計記録大正十二年度札幌控訴院』
医学部病室外二廉新営工事 大正１１年５月１１日（契約）
大星讃平 札幌市南３条東６丁目１０ １９６，０００円 『会計記録大正十二年度札幌控訴院』
工学部印刷室及物置新営工事 大正１１年５月２５日（契約）
横手和三郎 ５，２５０円 『会計記録大正十三年度札幌控訴院』
工学部リノリユーム敷込 大正１１年１月２０日（契約）
堀野甚吉 札幌市南１条西４丁目 ５，６１６円 『会計記録大正十五年度札幌控訴院』
医学部汚水排池土管敷設及人孔新設工事 大正１１年３月８日（契約）～大正１１年６月１５日（竣工）
山田源七郎 ８，９７０円 『会計記録大正十四年度札幌控訴院』
医学部医院リノリユーム敷込 大正１２年３月１０日（契約）
堀野甚吉 ３，１５０円 『会計記録大正十五年度札幌控訴院』
医学部病理、細菌衛生学教室外一廉新営工事 目下施工中（大正１２年４月１日）
伊藤亀太郎 ８２，４００円 『会計記録大正十二年度札幌控訴院』
北海道帝国大学医学部伝染病室及炊事場新営外四廉工事 大正１２年５月２日（契約）
藤井譯吉 札幌市北３条東２丁目２ ５３，８０５円２６０ 『会計記録大正十四年度札幌控訴院』
畜産実験室外六廉新営工事 大正１３年５月９日（契約）
藤井譯吉 ４８，１５０円 『会計記録大正十四年度札幌控訴院』
工学部実験室新築（注文者旭土木合資会社） 大正１３年８月１８日（契約）
篠原要次郎 札幌市北１条西１３丁目１ ３２２，２４０円 『会計記録大正十五年度札幌控訴院』
医学部学生集会所外四廉新営工事 大正１４年５月１９日
藤井譯吉 ２４，８００円 『会計記録大正十五年度札幌控訴院』
農学部農業経済学教室其ノ他新営六廉工事 大正１４年５月２８日（契約）
藤井譯吉 ２４，５００円 『会計記録大正十五年度札幌控訴院』
附属水産専門部忍路臨海実験所建物新営工事 大正１３年５月２８日（契約）～大正１３年１０月３１日（竣工）
山田源七郎 １２，０００円 『会計記録大正十五年度札幌控訴院』
工学部リノリューム敷込工事五百坪 大正１４年４月１日（契約）
今井智能吉 札幌市南１条西２丁目 ４，４６８円 『会計記録大正十五年度札幌控訴院』
附属官舎移転改築工事 大正１４年８月２５日（契約）～大正１４年１１月１５日（竣工）
山田源七郎 １３，８８０円 『会計記録大正十五年度札幌控訴院』
中央講堂装飾外 大正１５年４月１５日
小田良治 札幌区北４条西３丁目１ １，３８０円 『会計記録大正十五年度札幌控訴院』
バラツク式装飾外 大正１５年５月６日
小田良治 １，４００円 『会計記録大正十五年度札幌控訴院』

表１ 札幌控訴院庁舎新営工事入札書類證明願工事履歴書にみる北大営繕工事一覧
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工事名称 （入札形式、ただし判明分のみ） 第一回入札年月日 『組報』号
契約内容 契約金額 入札者（順不同、○は契約者） 発行年月日
医学部本館其他新築工事 大正１２年４月２５日 第５号
落札 ８１，５５０円 ○新開、伊藤、藤井、佐瀬、大星讃 １９２３／５／１
伝染病室其他新築工事 大正１２年４月２８日 第５号
落札 ５２，２３０円 ○藤井、伊藤、大星讃、新開、佐瀬 １９２３／５／１
医科大学附属病院病室新築工事 第７号
落札 １５５，３００円 ○大星讃、佐瀬、新開、藤井、伊藤 １９２３／６／２０
医学部附属医院病室新営工事（指名） 第１２号
落札 ９２，０００円 ○酒井、伊藤、石塚、ほか １９２４／６／３０
医学部病室新営工事（指名） 第２４号
落札 ８９，７００円 ○大星讃、伊藤、他３名 １９２４／８／１１
工学部実験室其他工事（文部省建築課指名） 第２４号
落札 ３１４，７００円 ○東京朝日、大星讃、伊藤、清水、外４名 １９２４／８／１１
医学部附属医院第二内科病室新営工事外五廉工事（指名） 第３９号
落札 １６７，０００円 ○大星、伊藤、酒井、外３名 １９２５／４／２８
医学部附属医院皮膚泌尿科病室外三廉新営工事（指名）大正１５年４月２９日 第５８号
随意契約 １７９，９４９円 ○大星讃、伊藤、外５名 １９２６／５／１
農学部植物学教室増築其他工事（指名）大正１５年６月１４日 第６１号
落札 ７１，９２０円 ○今井、大星、伊藤、外３名 １９２６／６／１９
工学部校庭地均排水道路工事（文部省建築課出張所）大正１５年１０月８日指名 第６７号
落札 １３，９８５円 ○横手、大星、伊藤、外３名 １９２６／１０／１５
医学部衛生学教室増築外五棟工事（指名）昭和２年５月１４日 第８０号
落札 ６４，９２０円 ○今井、大星讃、伊藤、外３名 １９２７／５／１６
医学部精神病院新築工事 昭和２年７月１日 第８３号
落札 １０４，７００円 ○大星讃、新開、伊藤、外５名 １９２７／７／２
理学部新営工事 昭和２年１１月２１日 第９２号
落札 ８４６，０００円 ○大星讃、伊藤、大倉、本多、銭高外３名（東京清水組棄権） １９２７／１２／１
農学部皮革製造実験室新営工事（指名）昭和３年６月９日 第１０２号
落札 ６，８８０円 ○山田、石塚、田中、伊藤、外２名 １９２８／６／１８
工学部印刷室新営工事（指名）昭和３年６月２０日 第１０３号
予算超過随意契約 １４，４００円 ○新開、田中、大星、伊藤、木田、山田 １９２８／７／３
農学部附属天塩第二演習林看守所其他新営工事（指名）昭和３年６月２３日 第１０３号
予算超過随意契約 ９，３４０円 ○田中、伊藤、山田、外２名 １９２８／７／３
特用作物温室改築工事（指名）昭和３年７月１３日 第１０４号
予算超過不調 山田、伊藤、田中、大星 １９２８／７／１
医学部附属医院伝染病室渡廊下新営工事（指名）昭和３年７月２１日 第１０４号
落札 １７，８６０円 ○新開、伊藤、田中、大星讃、外３名 １９２８／７／１
医院伝染病室新営工事（指名）昭和３年８月３１日

第１０７号
１９２８／９／５予算超過不調

設計変更随意契約 １５０，０００円 ○木田、大星讃、伊藤、外３名

理学部附属家新営工事（指名）昭和３年９月７日 第１０８号
再入落札 １，０９７，０００円 ○大星讃、木田、伊藤、外２名 １９２８／９／２４
土木専門部教室新営並配電室新営工事（指名）昭和４年５月２７日 第１２１号
予算超過随意契約 ６０，６００円 ○伊藤、田中、大星讃、山田 １９２９／６／１４
農学部附属樺太演習林派出所及官舎新営工事（指名）昭和４年６月８日 第１２１号
予算超過不調 田中、伊藤、外３名 １９２９／６／１４
医学部附属院看護婦寄宿舎新営工事（指名）昭和４年６月１７日 第１２２号
落札 ２７，７００円 ○大星讃、木田、伊藤、石塚、山田、田中 １９２９／７／６
医学部附属医院内科第二研究室其他新営工事（指名）昭和４年７月１日 第１２２号
予算超過随意契約 ５７，３００円 ○木田、伊藤、大星、石塚、田中 １９２９／７／６
医学部附属医院内科第一研究室其他新営工事（指名）昭和４年７月６日 第１２３号
予算超過随意契約 ５０，０００円 ○伊藤、木田、石塚、田中、大星讃 １９２９／７／２２

農学部附属第一農場収穫実習室雪害復旧工事並図書館製本室其他一廉新営工事（指名）昭和４年７月１１日 第１２３号
予算超過随意契約 ３２，０００円 ○伊藤、山田、田中、木田、小川、大星 １９２９／７／２２

表２ 伊藤組『組報』掲載の北海道帝国大学建築工事請負契約一覧

北海道帝国大学（１９１８年～１９４７年）の営繕工事請負について（池上）
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工事名称 （入札形式、ただし判明分のみ） 第一回入札年月日 『組報』号
契約内容 契約金額 入札者（順不同、○は契約者） 発行年月日
工学部海工実験用水渠新営工事（指名）昭和５年２月２０日 第１３２号
入札不調随意契約 ８，９００円 ○伊藤、碌々高店、大倉 １９３０／３／１２
農学部附属演習林派出所庁舎修繕工事 昭和５年５月１２日 第１３４号
落札 ３，２００円 ○石塚、佐瀬、田中、東山、伊藤 １９３０／５／２３
農学部農業経済学研究室増築工事 昭和５年８月９日 第１３６号
随意契約 ２，９３０円 ○伊藤 １９３０／８／２０
武道場外一廉新営工事（指名）昭和５年８月１１日 第１３６号
落札 ３４，６００円 ○大倉、伊藤、外４名 １９３０／８／２０
理学実験場実験室其他新営工事（指名）昭和５年８月１６日 第１３６号
再三入札 ７０，０００円 ○田中、木田、菅原、伊藤、東山、大倉 １９３０／８／２０
農学部畜産学附属動物室新営工事 昭和５年８月２９日 第１３７号
契約工事 ２，１７０円 ○伊藤 １９３０／１０／１３
医学部附属医院研究室其他新営工事 昭和５年８月２１日 第１３７号
落札 １４７，８３０円 ○大倉、伊藤、木田、東山、田中 １９３０／１０／１３
工学部熱機関学科瓦斯発生炉室外一廉工事 昭和５年９月１日 第１３７号
落札 ５，６２０円 ○東山、木田、伊藤、大倉、田中、石塚、山田 １９３０／１０／１３
学生生徒控所渡廊下其他新設工事 昭和５年１０月６日 第１３７号
落札 １，６６０円 ○石塚、山田、木田、伊藤 １９３０／１０／１３
構内スケート場新設工事 昭和５年１２月４日 第１３９号
落札 ８６０円 ○東山、伊藤、木田、大倉、石塚、山田 １９３０／１２／７
医学部附属医院研究室渡廊下新営工事 昭和５月１２月９日 第１３９号
落札 ３，１７５円 ○大倉、伊藤、東山、木田、山田、石塚 １９３０／１２／７
野球スタンド新営工事 昭和５年１２月１９日 第１４０号
予算超過 契約 ３００円 ○山田、伊藤、東山、大倉 １９３０／１２／２９
農学部畜産学解剖室及講義室其他修繕工事（指名）昭和６年３月３日 第１４２号
落札 ７，２８０円 ○木田、東山、伊藤、山田、田中 １９３１／３／７
農学部附属雨竜演習林派出所庁舎修繕工事（指名）昭和６年４月２５日 第１４４号
随意契約 ３，２００円 ○田中、宇佐美、伊藤、外４名 １９３１／５／２２
農学部附属雨竜演習母子里看守所新営工事（指名）昭和６年４月１７日 第１４４号
落札 ４，３９０円 ○田中、伊藤、外５名 １９３１／５／２２
医学部附属医院婦人科研究室外五廉新営工事（指名）昭和６年５月１８日 第１４４号
落札 ６６，２００円 ○伊藤、東山、大倉、田中、木田、飛島 １９３１／５／２２
医学部附属医院外科研究室外五廉新営工事（指名）昭和６年５月２６日 第１４５号
落札 ３９，３００円 ○田中、大倉、伊藤、外３名 １９３１／６／５
本部事務室増築外参廉工事（指名）昭和６年５月２７日 第１４５号

２３，７００円 ○東山、伊藤、田中、外４名 １９３１／６／５
予科寄宿舎移転改築工事（指名）昭和６年５月２９日 第１４５号
予算超過随意契約 ７８，９００円 ○伊藤、大倉、田中、木田、外４名 １９３１／６／５
医学部石炭庫新営外一廉工事（指名）昭和６年５月３０日 第１４５号
落札 ９，３００円 ○大倉、東山、田中、伊藤、外３名 １９３１／６／５
予科寄宿舎煙突改築工事（指名）昭和６年６月１３日 第１４６号
再入落札 ４，４９０円 ○伊藤、木田、田中、外２名 １９３１／７／１
予科寄宿舎改築暗渠其他工事（指名）昭和６年９月２５日 第１５０号
超過随意契約 ７３０円 ○伊藤、田中、東山 １９３１／１０／１５
予科及本部増築（事務室）暗渠新営工事（指名）昭和６年９月２６日 第１５０号
落札 １，９８０円 ○東山、伊藤、田中 １９３１／１０／１５
予科寄宿舎火防用貯水池及池新設工事 昭和６年１０月３０日 第１５０号
契約工事 ６，１００円 ○伊藤 １９３１／１０／１５
医学部附属医院婦人科病室一部模様替工事 昭和６年１２月２日 第１５０号
契約工事 １，２５０円 ○伊藤 １９３１／１０／１５
予科寄宿舎移転改築工事附属道路及建物用雨落砂利 第１５０号
契約工事 ２，０００円 ○伊藤 １９３１／１０／１５
予科寄宿舎掘割下水柵外一廉工事 昭和６年１２月１４日 第１５０号
契約工事 １，４６０円 ○伊藤 １９３１／１０／１５
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工事名称 （入札形式、ただし判明分のみ） 第一回入札年月日 『組報』号
契約内容 契約金額 入札者（順不同、○は契約者） 発行年月日
理学部臨海実験所実験室増築並模様替工事（指名）昭和７年６月２２日 第１５９号
再入札不調 田中、大倉、飛島、伊藤、外２名 １９３２／７／９
医学部附属医院外来応急診療所新営工事（指名）昭和７年７月４日 第１５９号
落札 ５，３７０円 ○東山、石塚、大倉、田中、伊藤、外２名 １９３２／７／９
医学部附属医院皮膚泌尿科研究室外四廉新営工事（指名）昭和７年７月５日 第１５９号
不調随意契約 ３６，９００円 ○東山、伊藤、田中、大倉、木田、飛島 １９３２／７／９
農学部附属植物園温室改築工事（指名）昭和７年７月７日 第１５９号
落札 １８，１３０円 ○木田、伊藤、石塚、山田、外３名 １９３２／７／９
医学部医院貯水池新設工事（指名）昭和７年７月８日 第１５９号
落札 １６，７００円 ○大倉、木田、東山、伊藤、田中、飛島、外１名 １９３２／７／９
植物園附属博物館修繕工事（指名）昭和７年７月１３日 第１６０号
落札 ２，３００円 ○山田、石塚、伊藤、大倉、外３名 １９３２／７／２８
協済会附属温室新営工事（協済会指名）昭和７年７月１８日 第１６０号
落札 ９，９７０円 ○石塚、伊藤、大倉、東山、木田 １９３２／７／２８
学生主事官舎新営工事（指名）昭和７年７月１９日 第１６０号
落札 ４，７８０円 ○田中、伊藤、山田、大倉、東山 １９３２／７／２８
医学部附属医院浴室新営工事（指名）昭和７年７月２６日 第１６０号
落札 １７，２８０円 ○石塚、伊藤、東山、田中、中谷、田中小、大倉、山田 １９３２／７／２８
本部附属官舎修繕工事（指名）昭和７年９月１日 第１６２号
落札 ７６０円 ○山田、田中、佐瀬、伊藤、東山 １９３２／９／２４
医学部病理組織実習室増築工事（指名）昭和７年９月１４日 第１６２号
落札 ６４０円 ○田中、伊藤、外４名 １９３２／９／２４
医学部附属医院精神病室上屋根取設工事（営繕）昭和７年１０月１２日 第１６３号
落札 ８，１４０円 ○佐瀬、伊藤、東山、田中、石塚、大倉、田中小、山田 １９３２／１０／２４
土木専門部材料強弱実験室外二廉工事（営繕課指名）昭和８年５月１０日 第１６９号
落札 ９，８８５円 ○東山、佐瀬、山田、木田、伊藤、外２名 １９３３／６／９
農学部雨竜演習林派出所官舎修繕模様替工事（北海道帝大営繕課指名）昭和８年５月２９日 第１６９号
落札 ３，４７０円 ○田中、大倉、宇佐見、伊藤、外３名 １９３３／６／９
工学部橋梁学実験室外一廉工事（営繕課指名）昭和８年５月２９日 第１６９号
落札 １５，９００円 ○東山、木田、大倉、伊藤、佐瀬、田中 １９３３／６／９
医学部医院煖房汽缶室増築外弐廉浩二（指名）昭和８年６月５日 第１６９号

１１，８６０円 ○東山、木田、伊藤、大倉、外３名 １９３３／６／９
医学部附属医院小児科研究室外七廉新営工事（契約）昭和８年６月１７日 第１７０号
契約 ８２，０００円 ○伊藤 １９３３／７／２４
本部建物新営工事（指名）昭和８年６月２８日 第１７０号
落札 ５，５００円 ○山田、大林、東山、田中、伊藤、木田、大倉 １９３３／７／２４
医学部附属医院精神科研究室外三廉設置工事（指名）昭和８年７月９日 第１７０号
落札 ３３，８００円 ○大林、東山、田中、大倉、木田、伊藤、石塚 １９３３／７／２４
農学部改築工事（指名）昭和８年９月２５日 第１７３号
予算超過随意契約 ３４８，８７０円 ○大倉、伊藤、清水、鹿島、木田、大林、田中 １９３３／１０／１４
附属図書館書庫増築工事（指名）昭和９年５月１９日 第１８１号
落札 １５，８９０円 ○東山、木田、大倉、田中、伊藤、今井、沖津 １９３４／６／８
学生生徒控所増築工事（指名）昭和９年５月２９日 第１８１号
落札 ２２，１６０円 ○沖津、石塚、東山、田中、伊藤、今井、泉屋 １９３４／６／８
医学部附属医院臨床講義室及準備室外一廉新営工事（指名）昭和９年６月１１日 第１８２号
予算超過不調 泉屋、東山、木田、今井、伊藤、田中、沖津 １９３４／７／１０
予科寄宿舎石炭庫新営工事（指名）昭和９年６月１８日 第１８２号
落札 １，９８０円 ○田中、東山、伊藤、沖津、石塚、泉屋 １９３４／７／１０
予科建物改築工事（指名）昭和９年８月６日 第１８３号
随意契約 ７４，５００円 ○沖津、伊藤、東山、外４名 １９３４／８／９
医学部附属医院理学的治療室外一廉新工事（指名）昭和９年７月２５日 第１８３号
落札 ６８，２００円 ○木田、東山、伊藤、大倉、今井、泉屋 １９３４／８／９
官舎新営工事（指名）昭和９年７月３１日 第１８３号
随意契約 １２，３７０円 ○東山、木田、今井、伊藤、石塚、沖津、泉屋 １９３４／８／９
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工事名称 （入札形式、ただし判明分のみ） 第一回入札年月日 『組報』号
契約内容 契約金額 入札者（順不同、○は契約者） 発行年月日
医学部附属医院汚物焼却場並煙突其他新営工事（指名）昭和９年９月２５日 第１８４号
超過不調 木田、伊藤、伊藤、東山、大倉 １９３４／９／３０
医学部附属医院汚物焼却場並煙突其他新営工事（営繕指名）昭和９年１０月９日 第１８５号
不調 泉屋、伊藤、今井、東山、沖津、木田、大倉 １９３４／１１／８
海藻研究場宿舎外一廉新営工事（指名）昭和１０年５月４日 第１９２号
不調 今井、伊藤、東山、泉屋、末野、福岡、木田 １９３５／５／１５
医学部医院登別分院新営工事（指名）昭和１０年５月８日 第１９２号
超過随意契約 ５６，５００円 ○伊藤、外不明 １９３５／５／１５
農学部附属演習林建物新営工事（指名）昭和１０年５月９日 第１９２号
不調 鉄道工業、谷川、東山、伊藤、外９名 １９３５／５／１５
農学部附属演習林建物其他新営工事（天塩ノ分）（指名）昭和１０年５月２０日 第１９３号
随意契約 ４，８１０円 ○鉄工、谷川、今井、藤井、伊藤、鶴間、外４名 １９３５／６／６
常時定温実験室新営工事（指名）昭和１０年５月２１日 第１９３号
落札 １５，８３０円 ○東山、木田、鈴木、大倉、伊藤、泉屋、今井、沖津 １９３５／６／６
農学部建物第二期改築工事（指名）昭和１０年６月１３日 第１９４号
不調随意契約 ○大倉、伊藤、清水、竹中、銭高、大林、鹿島 １９３５／７／２７
医学部医院登別分院煖房外八廉装置工事（指名）昭和１０年７月４日 第１９４号

高山商会、斉藤、赤司、村田、伊藤 １９３５／７／２７
高等水産学校製造実習室新築其他工事（営繕管財局）昭和１０年７月１２日 第１９４号
契約工事 １１６，８００円 ○伊藤 １９３５／７／２７
外柵及門柱改築工事（指名）昭和１１年５月２３日 第２０２号
落札 ２６，６３０円 ○木田、今井、大倉、伊藤、外６名 １９３６／６／１０
予科建物第二期改築工事（指名）昭和１１年６月１日 第２０２号
落札 ９４，７００円 ○東山、木田、大倉、伊藤、沖津、外３名 １９３６／６／１０
医学部汚水廃池浄化装置改造工事（指名）昭和１１年６月３日 第２０２号
落札 ９，２８０円 ○泉屋、大倉、大森、他５名 １９３６／６／１０
工学部鉄道工学部実験室新営工事（営繕指名）昭和１１年６月１８日 第２０３号
随意契約 ８，２００円 ○沖津、藤井、伊藤、外２名 １９３６／８／２０
理学部海藻研究室新営工事（営繕指名）昭和１１年７月３日 第２０３号
不調 本野、伊藤、外７名 １９３６／８／２０
函館高等水産学校網干場敷地整地工事（高水指名）昭和１１年１０月２６日 第２０７号
決定 ２，５００円 ○伊藤、竹内、今井、瀬崎 １９３６／１１／７
農学部肉製品製造実習室新営工事（指名）昭和１２年６月７日 第２１６号
不調 東山、伊藤、大倉、今井、沖津、田中、藤井 １９３７／６／１９
医学部附属医院書庫新営工事（指名）昭和１２年６月１７日 第２１６号
随意契約 １８，０００円 ○今井、伊藤、沖津、東山、田中、大倉、木田 １９３７／６／１９
農学部肉製品製造実習室新営工事（指名）昭和１２年６月２４日 第２１６号
随意契約 １７，６００円 ○東山、伊藤、田中、今井、木田、大倉、沖津 １９３７／６／１９
医学部附属医院登別分院官舎新営工事（指名）昭和１２年８月４日 第２１８号
不調 本野、大森、伊藤、泉屋、藤井、木田、今井 １９３７／８／２０
農学部工芸作物学教室附属温室改築工事（指名）昭和１３年５月１２日 第２２７号
落札 １，９８０円 ○泉屋、伊藤、木田、板谷、東山 １９３８／６／１０
医学部標本庫新営工事（指名）昭和１３年５月１６日 第２２７号
不調 今井、伊藤、東山、沖津、木田 １９３８／６／１０
工学部燃料研究室其他新営工事（指名）昭和１３年８月１１日 第２２９号
決定 １８，９５０円 ○石塚、伊藤、今井、沖津、東山、田中、大倉、木田、泉屋 １９３８／８／２９

２．北大営繕工事の契約手順

北大に限ったことではなく、営繕組織を内包する国立の高等教育機関（主に帝国大学）

※表中空欄は『組報』に記載がないもの
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では、学部・学科・研究所等の新設・増設に伴う諸施設の新築に当たって以下のような手

順をふむ。

まず文部省と予算折衝を行い、歳入予定額が決定した後、営繕組織で設計を実施する。

設計が完了すると請負業者に見積を依頼し、その見積額をもとに予定価格を決める。次い

で入札となるが、北大の場合は、表２からもわかるように指名入札がほとんどで、５～８

社程度を指名する。稀に入札を伴わない随意契約がある。指名された請負業者は、公示さ

れた入札日に見積額を提示する。この額が予定価格を下回っていれば最低価格の入札者が

落札し契約となる。しかし、最低価格が予定額を超過した場合には再入札が行われる。そ

れでも予定価格に達しない時には、再三入札を行うことは稀で、予算超過不調とし、大抵

は指名者に対して予定価格を示し随意契約を持ちかける。ほとんどの場合は最低価格の入

札者が随意契約に応じるが、時には設計・仕様変更を行い、再度入札公示をすることもあ

る。最終的には、いずれかの形で発注者と請負業者の間で工事契約が取り交わされ建築工

事が始まる。工事に当たっては、請負業者が一部工事を孫請けに出すことが頻繁にある。

特に工事規模が大きければ、この傾向は更に強くなる。

３．主要施設の入札と契約

３－１ 東北帝国大学農科大学中央講堂

１９１７年竣工の中央講堂の請負業者を、拙稿１２）では不明としていたが、札幌控訴院工事書

類『会計記録』の記述から札幌の谷口徳三郎であることが判明した。単独の北海道帝国大

学として独立する１年前の工事だが、新規発見でもあるので簡単に触れておきたい。

谷口は札幌控訴院庁舎の工事請負人であるが、１９１１年の『札幌商工人名録』１３）の「請負

業」や、１９１６年の『札幌商工便覧』の建築土木請負業の広告欄に名前を確認できない。１９２４

年の『札幌商工人名録』にようやく初出となる。これによると、納入の営業税は２１６円余

で、当時、札幌市内では最大手の伊藤組の納税額４，４５７円余に比して２０分の１以下であり、

札幌の建築請負業で１６位である。表２の同年代の指名入札者の中にも谷口の名前は確認で

きない。谷口が中央講堂の工事契約に至った経緯は資料がなく不明である。１９２１年の中央

講堂附属家新築工事は谷口ではなく山田源七郎が請け負った。因に山田は１９２４年『札幌商

工人名録』では建築請負業の２４位である。

３－２ 予科教室

『北海タイムス』１９１８年５月２６日の記事によると「北海道帝国大学予科教室工事入札は

昨二十五日開札四万二千八百円にて札幌建築請負業伊藤亀太郎氏に落札せり同氏は昨年中

巳成の同建築基礎工事請負人なりき」とあり、札幌控訴院工事書類と齟齬はない。また、

この記述から、基礎工事は建築工事とは別途請負契約を結んでいたことがわかる。

１９２１年６月竣工の工学部予科教室の請負記録は残っていない。
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３－３ 寄宿舎

北海道帝国大学建築事務所『大正八年度 医学部寄宿舎新営工事書類』１４）によると、医

学部寄宿舎新築工事は１９１９年３月２６日に、伊藤亀太郎、大星三松、新開新太郎、川村音吉、

大星鶴松、藤井澤吉の６名による指名入札が行われた。ただし川村は辞退している。第１

回入札で伊藤が最低価格を提示したが、予定価格１７，０４０円９３銭に到達せず、北大建築事務

所側で設計変更をなし、予定価格を１６，３２５円９３銭に更正し再度入札を公示した。ここでも

第１回入札、再入札ともに不調、結果、翌２７日に伊藤と予定価格で随意契約を交わした。

ここに指名された請負人を１９２４年『札幌商工人名録』の建築請負業の営業税納税額順位で

みると、伊藤が１位、大星三松が５位、新開が７位、川村が３位、大星鶴松は掲載がなく、

藤井は１４位である。指名入札者の選定基準については、別途考察する必要がある。

１９２１年１０月竣工の工学部寄宿舎も伊藤亀太郎が請負っているが、工事発注者が医学部寄

宿舎とは異なり北大建築事務所ではなく文部省建築課札幌出張所である。同出張所発注の

工事はこれ以外に確認できない。

３－４ 医学部基礎科校舎（写真３）

『北海タイムス』１９１９年４月２５日の記事に「法医学教室、解剖学教室、解剖講義実習室

及解剖学病理学組織学等の実習室は之を当建築事務所にて設計し病理学及細菌学、衛生学

の教室並に講義室は文部省にて設計したるが是等に関する仕様書は一部更正の必要あり

旁々事務打合せの為本日技術員は上京する筈なれば其帰着と共に五月中旬には入札に附す

ることを得可し」と、同じ医学部基礎科校舎でも設計が北大建築事務所と文部省建築課札

幌出張所に分かれていたことが読み取れる。前述の寄宿舎も、同様に設計主体が異なって

いたために発注者が異なった可能性を指摘できる。

写真３ 医学部基礎科校舎 左から生理薬物医化学教室、解剖病理組織実習室および解剖学講義
室、病理細菌衛生学教室（『医学部第４期卒業アルバム』北海道大学大学文書館所蔵）
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まず、解剖実習室外一廉新築工事について、『大正八年起九年 完結工事書類』１５）に「基

礎医学新営工事ノ内解剖病理組織実習室及解剖学実習室工事入札ハ五月三十日執行候処再

度ノ入札ニ於テモ予定価格ノ制限ニ達セス競争者中随意契約受人モ無之ニ付尚ホ本月七日

競争入札ノ結果再入札ニ於テ請負人伊藤亀太郎ニ落札致シ」とあり、１９１９年５月３０日に入

札が行われたが再入札も含め不調に終わり、更に随意契約の申し出もなく、同年６月７日

に再度入札を行った結果、再入札で伊藤亀太郎が落札したことがわかる。

解剖学実習室外一廉新築工事は、『北海タイムス』１９１９年６月１９日の記事では「北大医

学部解剖学教室法医学教室外三棟其他二廉工事入札は十七日再入札の結果伊藤亀太郎氏の

五万七千六百七十円も予定価格を超過せる為落札に至らざりしも随意契約に依りて同氏請

負ふ事となれり因に該工事は九年四月竣工の見込」とあり、前出『大正八年起九年 完結

工事書類』にも「解剖学教室及法医学同玄関解剖学講義室工事ハ本月十七日競争入札」と、

１９１９年６月１７日の入札では予算超過のため不調となり、伊藤亀太郎と随意契約を交わした

ことが読み取れる。札幌控訴院工事書類によると契約金額は５７，５８９円７９銭で、竣工は１９２０

年６月であった。

生理薬物医化学教室外一廉新営工事は『大正九年一月完結文書綴 生理薬物医化学教室

並同講義室新営工事』１６）によると、予定価格９６，１９２円で１９２０年６月２６日に伊藤亀太郎、大

星讃平、佐瀬筆四郎、川原勝一郎の４名で入札を行った。川原は小樽の請負業者１７）で、佐

瀬は１９２４年『札幌商工人名録』では建築請負業者の９位である。第１回入札の最低価格は

伊藤の１１９，２４８円、再入札でも１１８，９００円で不調となった。札幌控訴院工事書類によると、

落札したのは、最低価格を提示した伊藤ではなく佐瀬で、契約金額は予定価格とは異なり

１００，１９２円。この金額の食い違いについて詳細は不明である。

３－５ 医学部附属医院本館・各科病棟（写真４）

医学部附属医院本館について、札幌控訴院工事書類に工事請負の記録は確認できない

写真４ 工事中の医学部附属医院第二内科病棟
（『医学部第１期卒業アルバム』北海道大学大学文書館所蔵）

北海道帝国大学（１９１８年～１９４７年）の営繕工事請負について（池上）

―１１―



が、『北海タイムス』１９２１年４月７日の記事に、「北海道帝国大学医学部附属大学病院の上

棟式は昨日午後一時半より札幌区北十三条の同院に於て挙行さる、来賓は南農学部長外数

名あり盛況を極めたるが定刻一同、基礎工事を除き十四万円の請負に成る宏壮なる同院階

上なる桟敷式場に列席（中略）席上請負者川原氏の挨拶南博士の祝辞ありて午後二時半散

会せり」とあり、請負人が川原であること、基礎工事を除いた建築工事の契約金額が１４万

円であることが読み取れる。川原とは前掲の生理学薬物医化学教室外一廉新営工事に入札

した小樽の川原勝一郎のことであろう。札幌以外に在住の建築工事請負人が北大の営繕工

事に入札し、落札もしていた。

各科病棟の工事については、『組報』以外に工事関連の詳細な資料を得られなかった。

１９２３年度の眼科病棟にはじまり、１９２６年の皮膚泌尿科病棟に至るまで全９棟、４カ年にわ

たり続いた工事請負は、５件中４件を大星讃平が落札している。

３－６ 工学部本館・実験室（写真５）

前述のように工学部本館の工事入札記録は残っていない。しかし、工学部同窓会室に本

館の棟札が保管されている。棟札には請負人大星讃平、代人東山鑛三・佐川三之助、棟梁

佐藤藤次郎の他、副棟梁、鳶職、�瓦職、左官職、石工職など各種工事請負人の代表者氏
名が記してある。起工は１９２２年９月１５日、上棟は１９２３年６月１４日であった。

鉄筋コンクリート造平家建である実験室其他新築工事は、１９２４年８月１日の『組報』第

２３号に「目下見積中」とあり、伊藤組が見積額を算定していたことがわかる。この工事は

『組報』第２４号によると、文部省建築課が発注した東京朝日組、大星讃平、伊藤組、清水

組、外４名による指名入札で、東京朝日組が３１４，７００円で落札した。ちなみに見積りをし

た伊藤組は３４３，０００円で入札しており、これは入札順位第４位であった。見積額と予定価

写真５ 工学部本館上棟式（大星孝幸氏提供）
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格が必ずしも同じではないことを証明している。なお、札幌控訴院工事書類では「東京朝

日組」ではなく「旭土木合資会社」と記しており、なおかつ、札幌の篠原要次郎１８）が契約

金額より高い３２２，２４０円で工事全部を孫請けしていることが読み取れる。

３－７ 創基５０周年記念祝典（写真６）

１９２６年の創基５０周年記念祝典に際し、中央講堂を皇族の御休憩所として装飾するととも

に、梁間１３間桁行３０間軒高１０尺のバラックを建て、学生を含めた式典出席者の収容所に充

てることにした。バラックの建築工事は大星讃平が請け負い、両施設の式場装飾は建築家

田上義也に外注した１９）。式場装飾は中央講堂、バラック共に小田良治が請け負っている。

小田は三井物産の札幌駐在員であるとともに札幌の大手百貨店五番館のオーナーでもあっ

た。

３－８ 医学部附属医院精神科病棟（写真７）

精神科病棟は工学部実験室に次いで北大で２番目に建てられた総鉄筋コンクリート造の

建物である。『北海タイムス』１９２７年２月２５日の記事には「北大病院に新設さるべき精神

病室は昭和二年度予算を以て愈々建築する事に決し設計に取急ぎ着手する筈であるが該病

室平屋建鉄筋コンクリート約五百坪で予算額二十万円本年内に竣工する予定」とある。『組

報』によると大星讃平が落札し、１０４，７００円で契約している。実際には、工事価格は１０９，１９５

円、建坪は５００坪５合で１９２７年１２月８日に竣工した２０）。

３－９ 理学部本館（写真８）

これまで、理学部本館は北大で最初の本格的鉄筋コンクリート造の建造物と言われてき

た２１）が、前述のように、工学部実験室がこれより５年、医学部附属医院精神病棟が２年遡る。

『北海タイムス』１９２７年２月１９日の記事に「新設北大理学部は略其予算も成立確実の見

込が立つたので準備委員会に於て夫々手配をなせる事は既報の通りであるが校舎建設も本

写真６ 創基５０周年記念祝典バラック装飾
（『創基五十周年記念祝典報告』所載）

写真７ 工事中の医学部附属医院精神科病棟（『医学部
第３期卒業アルバム』北海道大学大学文書館所蔵）
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写真８ コンクリート打ち込み中の理学部本館
（『医学部第４期卒業アルバム』北海道大学大学文書館所蔵）

年内に着手する事になるので北大営繕課に於て取急ぎ設計に着手する筈である」とあり、

理学部設置にあたって文部省との交渉と予算も目処が立ったので、営繕課が設計を始める

旨が読み取れる。同年９月４日の記事では「新設北大理学部予算に関しては文部省は北大

の要求は全部認められ学舎の建築は九月中入札を済まし十月中には起工する由」と、文部

省の認可が降り、予算も確定、９月に入札、１０月には起工する予定であるという。しかし

実際には入札は２カ月ずれ込み、１９２７年１１月２１日付『北海道帝国大学新聞』には「理学部

請負入札二十一日午前行はる 請負者は直接国税の多寡、既請負建築物の大小にて選抜さ

れて営繕課の指名によるものにて、本道内からは伊藤組と他一名にて他は全部本邦一流請

負業者を網羅し合計十名内外らしく総工費予想は二百万円から二百五十万円までと見られ

てゐる」とあり、更に『北海タイムス』１９２７年１１月２２日の記事にも「愈々昨二十一日午前

十一時北大本部に於て指名入札に附した指名入者は地元側伊藤、大星の両請負師、地元外

七名の計九名であつたが開札の結果伊藤組と千円の差の八十四万六千円で大星組に落札し

た」と、大星讃平が８４６，０００円で落札したと記述される。『組報』によれば指名入札者は大

星讃平、伊藤組、大倉土木、木田組、銭高組他３名で、東京の清水組は棄権したという。

工事契約は１９２７年１１月２８日であった２２）。

『昭和参年度 予算 会計課』によれば、「基礎工事実地施工ニヨリ地質頗ル不同ニシ

テ前設計ノ杭数ニテハ耐震上聊カ不安ヲ生セルノミナラス建物加重増加ニ伴ヒ設計変更ノ

止ムナキニ至」り、「鉄筋コンクリート工作上ニモ増加変更ノ必要ヲ生」じ、「前契約ニ対

シ金弐萬弐百六拾六円参拾七銭ヲ追加致シ」更正請負金が８６６，２６６円３７銭となった２３）。上

棟式は１９２８年１０月２８日に挙行された２４）。
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写真１０ 工事中の理学部附属厚岸臨海実験所
（岡田孝生氏提供）

写真９ 配筋工事中の医学部附属医院伝染病棟
（岡田孝生氏提供）

３－１０ 医学部附属医院伝染病棟（写真９）

伝染病棟は、最初の入札では予算超過のため不調となり、設計変更の末、東京市神田区

淡路町の木田保造と１５０，０００円で随意契約を行った。『昭和参年度 予算 会計課』には「実

施工程届出書 札幌市南一条西一丁目七番地 木田保造代人石川一郎」２５）と、札幌在住の

石川一郎が工事代人であることが記されている。１９２９年の『札幌商工人名録』の「請負」

の欄に「石川一郎」の名前は確認できないので、建築工事請負人ではなく、契約等事務処

理の代人であると考えられる。

同じ鉄筋コンクリート造とはいえ、同年竣工の理学部本館とは異なり、伝染病棟はイン

ターナショナル様式としている。「屋上庭園を計画してモダーン」と評された２６）。この伝

染病棟の竣工を以て附属医院は一通りの完成を見た。

３－１１ 理学部附属厚岸臨海実験所２７）（写真１０）

『北海タイムス』１９２９年１２月２２日の記事に「厚岸町における北大理学部附属臨海実験所

敷地寄附工事は工費二万二千余円を以て同町菅原忠太郎氏請負ひ本年八月二十七日起工爾

来百八日の日時を費し延人員三千六百人を要し本月十二日総敷地の地均し千二百余坪の竣

工を見た」とあり、地元厚岸の菅原忠太郎が基礎工事を請負ったことがわかる。

厚岸臨海実験所其他新営工事は予定価格７０，０００円で１９３０年８月１６日に指名入札が行われ

た。指名者は札幌の伊藤亀太郎、大星讃平の代人を長く務めた東山鑛三、東鷹栖村の田中

銀次郎、地元厚岸町の菅原忠太郎、東京神田の木田保造、東京京橋の大倉土木の６名であっ

た。第１回入札の最低価格は田中の７９，４００円であったが、予定価格を超過したため再入札

が行われたものの入札金額７５，２００円と不調に終わり、「指名競争入札執行ノ結果予定価格

ニ達セス然ルニ最低入札者田中銀次郎ヨリ随意契約ノ申込アリタルニ依」り予定価格の

７０，０００円で契約が締結した。しかし同年８月２１日の契約金額は７０，１８２円６６銭であった２８）。

この契約金額の微増分については詳らかではない。
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３－１２ 医学部附属医院研究室（写真１１）

『組報』では、１９２９年に第二内科研究室と第一内科研究室の工事契約が行われたことに

なっているが、同年竣工の建物は第一外科研究室と第一内科研究室であるので、前者が誤

記であろう。両者ともに予算を超過し、前者は木田保造が、後者は伊藤亀太郎が随意契約

した。

１９３０年度の医学部附属医院研究室其他新営工事は伊藤亀太郎、東山鑛三、田中銀次郎、

大倉土木、木田保造の５名により１９３０年８月２１日に入札が行われ、大倉土木が１４８，２５７円

２０銭（『組報』では１４７，８３０円）で落札、１９３０年８月２５日に契約した。工事建物の内訳は眼

科研究室、同附属動物室、第二内科研究室、同附属動物室、耳鼻咽喉科研究室、同附属動

物室である。また医学部附属医院研究室渡廊下新営工事も同じく大倉土木が３，１７５円で同

年８月２１日に契約した２９）。

各科研究室は、１９３３年の精神科研究室まで計１０棟が継続して建築された。いずれも鉄筋

コンクリート造２階建てのインターナショナル様式の建物であった。病棟の時には大星讃

平が工事請負をほぼ独占していたのとは異なり、工事請負８件中、伊藤組が３件契約して

いるだけで、他は全て請負先が異なっている。

３－１３ 体育施設

『北海タイムス』１９２７年８月５日の記事に「北大にては完備せる体育場がないので不都

合を感じて居たが愈々明年度は経費十万円を以て大体育場が出来るらしい曩に北大予科で

経費一万円の小規模の体育場を建築する積りで該経費を明年度予算にて要求したものであ

つたが北大本部にては該計画が機宜に適せるものとなし経費十万円に増加し文部省に要求

した文部省も大いに共鳴するさうであるから実現の可能性がある本計画の概要は中央を相

写真１１ 工事中の医学部附属医院第二内科研究室（岡田孝生氏提供）
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写真１２ 第１期工事中の農学部本館（岡田孝生氏提供）

撲場として其両側を柔道場及剣道場となし相撲競技の場合は見物席と為し得る様のもので

ある」と、１９２８年度に武道場の建設が計画されていることを記している。しかし実際に武

道場が建設されるのは１９３０年度のことで、『北海道帝国大学新聞』にも「銃剣両部への福

音 大武道場完成 今夏八月十一日入札に附し鋭意これが完成の歩を進めてゐるモダン道

場の建築は三万四千六百円で落札し八月十七日より東京大倉土木株式会社の手によりて起

工された」３０）と記述される。

また同年末には、野球場スタンド建設費として３００円、スケートリンク拡張費として８４７

円が計上された。さらにスケートリンクの樋門設置費として１３０円が追加された３１）。『組報』

によると構内スケート場新設工事の契約金額は８６０円なので、上記金額の合計値と食い違

う。

３－１４ 農学部改築工事（写真１２）

『北海タイムス』１９３３年１０月１日の記事によれば「北大農学部の改築は此の程設計成り

二十五日大林鹿島清水木田伊藤田中大倉七組の指名入札の結果二回とも予算超過で不調に

終り二回目最低入札（三十七万八千三百円の大倉組と二十九日あらためて三十四万八千八

百七十円にて随意契約が結ばれ大倉組は直ちに工事に着手する事となつた）」とある。指

名請負業者は、伊藤組（札幌）と田中銀次郎（東鷹栖町）が北海道である以外は、大林組、

鹿島組、清水組、木田組、大倉土木と東京の大手が名を連ねる。予算超過不調の末、大倉

土木が第一期工事を３４８，８７０円で９月２９日に随意契約した。第二期工事は『組報』による

と、１９３５年６月１３日に大倉土木、伊藤組、清水組、竹中組、銭高組、大林組、鹿島組の７

名による指名入札が行われたが、予算超過不調により大倉土木が随意契約で請負った。
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むすび

札幌控訴院工事資料と伊藤組『組報』を基礎資料に、北海道大学所蔵の会計簿および建

築一件書類、新聞記事などで補完しつつ、北大営繕工事請負の実態を概観した。官庁であ

るが故に工事契約の際には指名入札の形態をとることが多く、かつ指名された請負業者も

常に入札指名を受けている伊藤組のような大手は別格として、多岐にわたる。契約（落札）

者に目をやると、高額の契約には、それ相応に実力のある（納付営業税額の多い）請負業

者が目立つ。請負者のみに課される入札保証金、契約保証金といった片務契約が存在した

戦前期の請負契約の実態を鑑みると、致し方のないことであろう。また、理学部本館や農

学部本館の指名入札の際には、東京の大手請負業者を多数指名した。鉄筋コンクリートと

いう新しい構造であることに加え、１０万円を超える巨額の工事契約金は魅力的である一

方、片務契約に伴う保証金を考えた時に、地元の中小規模の請負業者には荷が重かったこ

とは想像に堅くない。

ともあれ、本稿を以て北海道帝国大学時代の営繕工事の請負業者のほとんどが明らかと

なった。筆者が編集に携わった『写真集北大１２５年』３２）に掲載の写真と年表に照らし合わせ

つつ、請負業者の姿をそこに重ね合わせることで、北海道大学の歴史がより多様に語られ

ていくことを願ってやまない。

［注］

１） 池上ほか「北海道帝国大学の営繕組織の沿革と建築技術者について」（『日本建築学会計画系論文

集』、第５４１号、pp．２１３‐２１９、２００１年）。

２） 池上「第一部 通史 第四編 キャンパスの変遷 第四章 札幌キャンパスの拡大（札幌キャンパ

ス第Ⅱ期）一九一八～一九五九年」（『北大百二十五年史 通説編』、pp．２７３‐２８３、２００３年）。

３） 大星讃平（三松）については、川口洋光ほか「北海道大学関連施設と建築請負業者大星鶴松及び三

松」（『日本建築学会大会（東海）学術講演梗概集 Ｆ２』、pp．６４４‐６４５、２００３年）で報告されている。

４）２０１３年７月に開館した札幌市公文書館では、オンラインでの新聞記事検索システムを提供してい

る。そのうち北海道帝国大学に関する記事は『北海タイムス』にのみ確認できた。

５） 北海道大学大学文書館所蔵。１９００年度の札幌農学校時代から所蔵しており、北海道帝国大学時代の

ものは年度毎に綴じてある。

６） 所蔵は施設部であるが、現在、大学文書館で保管。

７） 池上「第一部 通史 第四編 キャンパスの変遷 第三章 北八条キャンパスの誕生（札幌キャン

パス第Ｉ期）一九〇三～一九一八年」（『北大百二十五年史 通説編』、pp．２６２‐２７２、２００３年）。

８）１９７３年に札幌市が札幌高等裁判所から旧札幌控訴院庁舎の譲渡を受けた際に同時に移管されたと考

えられている。

９） 伊藤組については『伊藤組百年史』（１９９８年）のほか、細谷理喜ほか「伊藤亀太郎（１８６３‐１９４４）に

ついて」（『日本建築学会北海道支部研究報告集』、№６７、pp．５７７‐５８０、１９９４年）を参照。

１０）１９６１年７月に『社報』、１９８３年に『ひしこ』と名称変更しているものの現在でも発行されている。

１１） 例えば筆者が報告した傭外国人教師官舎（池上ほか「北海道帝国大学および小樽高等商業学校傭外

国人教師官舎（大正１４年～昭和２年）について」、『日本建築学会計画系論文報告集』、第４８４号、pp．２２１

北海道大学大学文書館年報 第９号（２０１４年３月）

―１８―



‐２２９、１９９６年）のうち、小樽高等商業学校の一号および二号官舎の入札記録はあるが、それ以外（北

大の一号～六号、小樽高等商業学校の三号と四号）は確認できないなど、記載のない物件はわずかな

がらある。

１２） 注７）に同じ。

１３） 札幌商工会議所発行の『札幌商工人名録』は毎年発行されている訳ではなく、北海道大学附属図書

館北方資料室には１９１１年、１９２４年、１９２６年、１９２９年、１９３３年、１９３７年の出版を確認できる。

１４） 北海道大学事務局施設部所蔵。

１５） 北海道大学事務局施設部所蔵。１９１９年６月１１日「基礎医学新営工事一部入札通報ノ件」。

１６） 北海道大学事務局施設部所蔵。

１７） 小樽商業会議所『小樽商工名録』（１９２２年）によると、川原勝一郎は建築請負業で最高額（９５１円）

の営業税を納めている。所在地は小樽市入船町５丁目１４。

１８） 篠原要次郎は１９０９年に焼失した北海道庁旧庁舎の災害復旧工事（１９１０年６月～１９１１年７月）の請負

業者として知られる。

１９） 北海道帝国大学『創基五十周年記念祝典報告』（１９２８年）。

２０） 『北海道大学所属国有財産沿革 医学部・附属病院・納骨堂・登別分院 十二冊の内其四』。

２１） 『北大理学部五十年史』（１９８０年）所載の太秦泰光の回想文。

２２） 北海道大学大学文書館所蔵『昭和二年度 予算 経理係』、１９２８年４月１６日「理学部創設費繰越ニ

関スル件」。

２３） 北海道大学大学文書館所蔵。１９２９年３月２３日「理学部創設費翌年度ヘ繰越ノ件」。

２４）１９２８年１１月５日付『北海道帝国大学新聞』。

２５） 北海道大学大学文書館所蔵。１９２９年３月４日「伝染病室新営費繰越ノ件」。

２６）１９２９年１０月２１日付『北海道帝国大学新聞』。

２７） 厚岸臨海実験所の設計経緯については、西村公宏ほか「北海道帝国大学理学部附属臨海実験所水族

室及び標本室の公開について」（『日本建築学会計画系論文集』、第５９４号、pp．１９９‐２０６、２００５年）に詳

しい。

２８） 北海道大学大学文書館所蔵『昭和五年度 予算 会計課』、１９３０年４月１８日「理学部創設費並医院

建物新営費繰越」。

２９） 注２８）に同じ。

３０）１９３０年１２月１日付『北海道帝国大学新聞』。

３１） 北海道大学大学文書館所蔵『昭和五年度 予算 会計課』、１９３０年１１月２９日「体育設備費ニ関スル

通牒（営繕課長）」。

３２） 『写真集北大１２５年』（２００１年）。

（いけがみ しげやす／北海道大学大学院工学研究院助教）

北海道帝国大学（１９１８年～１９４７年）の営繕工事請負について（池上）
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